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２－７ 高性能工業炉導入

（対策の概要）

「高性能工業炉開発プロジェクト」は、燃焼制御基盤技術、高性能工業炉の開発、高

性能ボイラーの開発の３プロジェクトから構成され、新エネルギー・産業技術総合開発

機構（ＮＥＤＯ）により平成５年度から進められてきた。このうち、高性能工業炉の開

発は、高温空気燃焼とよばれる新しい燃焼方式によるものであり、従来炉に比べ、30％

以上のＣＯ 削減と同時に、超低ＮＯ 化、低騒音化が可能である。２ Ｘ

（エネルギー削減量の推計方法）

エネルギー削減量は、現在の加熱用燃料消費量をベースに将来の増加動向及び、高性

能工業炉への代替率を考えることにより推計を行った。

1)現在の加熱用燃料消費量及び将来のエネルギー増加率より、将来の加熱用燃料消費

量を推計する。

2)既存工業炉の使用年数を15年と仮定することにより、加熱用燃料のうち、どれだけ

高性能工業炉の燃料に代替されていくかを算定する。

3)高性能工業炉の省エネルギー率を乗じることにより、燃料削減量を推計する。

（導入対象）

高性能工業炉が2000年以降、既存工業炉に代替して導入されていくとした。導入率は、

今後の製品化などの動向により不確定であるが、フローベースで2005年で15％、2010年

で30％と仮定した。

現状の加熱用燃料消費量 今後の加熱用燃料消費量の増加量
( )経済成長率を同等に増加すると想定

更新される工業炉の燃料
消費量の推計
(15年で更新と仮定)

高性能工業炉が導入される 高性能工業炉の導入率
対象となる燃料消費量 エネルギー削減率

高性能工業炉導入による
エネルギー削減量

図2-7 高性能工業炉によるエネルギー削減量推計方法
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表2-13 高性能工業炉によるエネルギー削減量


